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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ５ ６ ５ ４ ５ 号 公 報 （ 図 ３ ）
【 非 特 許 文 献 １ 】 シ マ 　 デ ィ ミ ト リ ジ ェ ブ (Sima Dimitrijev)著 、 「 ア ン ダ ー ス タ ン デ ィ
ン グ ・ セ ミ コ ン ダ ク タ ・ デ バ イ シ ズ （ Understanding Semiconductor Devices） 」 、 オ ク
ス フ ォ ー ド ・ ユ ニ バ ー シ テ ィ ・ プ レ ス （ Oxford University Press） ２ ０ ０ ０ 年 、 ｐ ． １
６ ８ － １ ７ ０
【 非 特 許 文 献 ２ 】 ア レ ン 　 ア ン ド 　 ホ ル バ ー グ （ Allen and Holberg） 著 、 「 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ア
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【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 述 し た 帰 還 用 の バ ッ フ ァ 回 路 を 容 量 結 合 で 構 成 し た 容 量 帰 還 の 場 合 は 、 容 量 と し て 用
い る 金 属 配 線 や 多 結 晶 シ リ コ ン 層 は 、 基 板 と の 間 に 寄 生 容 量 を 形 成 す る た め 、 配 線 寄 生 容
量 が 増 大 す る 。 し た が っ て 、 Ｌ Ｃ の 積 を 小 さ く す る 必 要 が あ る 数 ギ ガ ヘ ル ツ 以 上 の 周 波 数
を 発 生 す る 電 圧 制 御 周 波 数 発 生 器 で は 、 配 線 寄 生 容 量 が 増 大 す る た め に 、 バ ッ フ ァ 回 路 の
可 変 容 量 Ｃ １ ， Ｃ ２ を 減 少 せ る 必 要 が あ り 、 そ の た め 周 波 数 可 変 範 囲 が 狭 く な る と い う
問 題 が あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 温 度 特 性 変 換 回 路 ５ ａ は 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 電 圧 が 持 つ 温 度 特
性 と 、 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 電 圧 が 持 つ 温 度 特 性 が 異 な る こ と を 用 い
て 、 両 者 の 温 度 特 性 の 差 を 、 入 力 端 子 に 入 力 さ れ る 入 力 電 圧 が 持 つ 温 度 特 性 に 加
え て 出 力 端 子 １ ０ ２ ａ か ら 出 力 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 １ ４ 】
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